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そもそも「ケアニーズ」とは何か

子どものケアニーズに応じた支援の目的：

すべての子どもの権利の保障とウェルビーイングの実現

• 子どもの健やかな発達への理論に基づいたニーズ
• ニーズは子どもの「声」と「暮らし」の中にある
「問題」「課題」ではなく 権利の保障、「願い」として
その声をどのように聴くのか

• 評価の対象は「子ども」？
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エコロジカルモデル

社会環境

政策 文化

地域社会

園学校組織

家族友達
先生

子ども

より大きな世界

子どもを取り巻く
世界

子どもの世界

すべての層の相互作用
わたしたちもその一部

会議資料「背景」について
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子どもの育ちの“土台”
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安定した衣食住・居場所
家族のメンタルヘルス
心身の疾患・特徴

他者との心地よい関わり
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心身の調子への気づき

会議資料「背景」について
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発達性トラウマ障害
• 暴露：子ども時代から1年以上続く

– 暴力の経験・目撃、養育破綻（養育者の交代、アタッチメント形成不全）

• 情動・生理的コントロールの困難

– 怒り・恐怖などをコントロールできない、睡眠・摂食・排泄の問題、感覚
過敏・鈍感さ、行動の切り替え、感覚や感情に気づき言語化できない

• 注意・行動コントロールの困難

– 脅威の認識低下、自暴自棄、自己慰撫、反復性自傷、目的のある行動
の持続困難

• 自己・関係性のコントロール困難

– 否定的自己感、不信感と反抗、反射的暴力・言葉の暴力、過剰な依存
と対人接触、苦痛へ共感しない・過剰に反応

• トラウマ後スペクトラム

– PTSDの症状（再体験、過覚醒、回避・麻痺）を部分的に満たす

van der Kolk, Bessel A., 2005

会議資料「サイン」について

サインの背景に気がついていること 4



全体的な満足度を知る

• 主観的な満足度（困り度）

• 客観的な満足度（困り度）
– 精神疾患の重症度では
なく社会機能を測る
CGAS, GAFなど

常に見守りが必要

とてもよく機能している

https://www.corc.uk.net/outcome-measures-guidance/directory-of-outcome-measures/childrens-global-assessment-scale-cgas/

https://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pisa/pdf/2022/questionnaire_stu_1.pdf

会議資料「緊急性」などについて
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